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：.旬

な
4

政
府
-形

態

も

、を
の
、
目
：
的

を*
:

壊
：：

す
.る
R
:M>
:
r2
る
：
す

念

は

、何

杂

，
 

で
も
、乙
れ
を
鏺
寧
じ
、ま
.

^
は
廢

.止
し
、か

ベ
の
如
：き
原
理
の
基
礎
の
上
は
、入
民
の
安
寧
ど
幸 

福

e
.を
，最
も
よ
ズ
確
保
す
る

J

ぅ
な
形
態

^

為
:v>
.で、新
政
：

®

を
形

處

す

る

乙

ビ

は
人
民
办 

ボ
手
で
&
る

 O
/
T
h
e

 

u
g
n
i
m
g
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e
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a
t
i
o
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o

M
 
ニ
は

.，一
七
八
ブ

^_

勿
縣

B

の
.隊
民
議

.會
で
採
用
せ
ら
れ
た

「

人
權
宣
言

-で
あ
る
.。
そ
の
人 

々
の

「

s

if
e
:^-
る
.權
利
を
定
め
た

.一

節

k

い：ふ

°:
,;
ゾ._ァ

「

一
人
は
を
の
權
利
の
關
す
る

.
,ヴ
、生
れ
な
於
ら
ぼ
じ
て
、自
由
ド
し
て

#

等
で
あ
る
：。：
敗 

■
k

政
治

.的
差
別
ば
共
同
の
利
益
：の
た
め
の
み

*設
：け
る

乙

^

が
.出
：來
ふ

.。
'
、
..

一
一、

す
ベ
で
の
政
治

'的
團
體
の
目
的
は
、人
の

_

然
は
し
て
、消
：減

じ
#
.字
る

.掃
'利

の
*

持
：
'̂ 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
權
利
は

.自
电
財
產
、安
：全
_

^

:

_靖
ド
對
す
る
反

/抗
で
：&
る

;0 

三
、
‘
國
段
は
本
質
的
ド
す
べ

.て
の
：：
主
：
*
.の
源
_

:

_あ
'■る
5。:,
7
;個
：；人

弩 

桃
'

ょ̂

ら

ざ

ふ

公

權
5:
.獲
得
；ず

る

資

彬

な

し
。
.

四

政

治

的

^
：
凼

は

他

人

を

.损

傷

せ

ざ

る

如

何

な

る

こ

<

も
な
；し

#
:る

齡

^

¥
す
。

す
、
へ
'
 

.て

：
の

：
人

の
_

然

的

输

：利

の

行

_使
ぼ
、他
、の
：：す
：べ
で
；
の
.人
_

保
t

る
に
必

.要
な
る
こ
せ
以
外
の
制
限
：を
有
次
梦
い
。

”
而

し

：
て
、
こ
の.制

,

は
法
律
に
ょ

つ 

て
の
.み
、決
：定

姑

ら

0
.で
あ

,̂
。
：

五
，'  

法
'律
は

ft
會
：化
有
_

な
る
行
爲

0,
み
れ
禁
ず
べ
台
で
あ
：る

。
^
^
^
^
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ニ
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國
家
論
に
お
け
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s

然
法
學
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第
十
一I

號

一

一

八

六
、

法

徘

は

f
t會
の
意
忠
の
表
现
で
あ
る
。
す

.へ
て
の
國

‘民
は
、個
人
咬
た
は
、そ
の
代
.孝
に 

ょ

0
て
、法
律
制
定
に
協
カ
す
る
權
利
を
有
す
。
_法
律
は

、
®
謎
し
、ま
た
は
刑
罰
を
與
へ
る
場 

合

.

货̂

い
て

.冬
、す
ベ
て

{t
.對
し

て
、同
一
で
な
け
れ

®
な

ら

ぬ

：
ノ

 
•‘：
：
：
•
，

」
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が
：。

の
如
：く
、政̂

上
：'の
«:
際
運
動
に
：結
.び付けられた黙ぃて、
自然法寧的轉家

«
 

は
、K .

ダ

a>
ふミス

.

 ̂

^
 

M 
 ̂

P 

方
：而
に

 

％ 

け
^;
y

«
だ
酷
似
：し；て
ゐ
る
.
而
し

て

、こ
，の
學
說
が
が
、
る

「

大
勢
力
を
形
成
、し
來
：つた

「

所 

以

は

、•そ
の
說

'
く 

€

^
'
ろの
.

_

_

?平

攀

が

_

勢

，
の

場*

^

^
_

し

馆
:̂
:
ギ

、
、獨
立

：

も

し

く
 

は

、«

命
代
際
し
で
、新
ら
し
ざ

«

治

«

_
の
.說
立
せ

’ら

る

、
場
.合

k
、
あ
け
る

週
'論

W

し
て
は

#
 

だ
.
■
都
合
の

>

0:
で
あ
つ
把
奮

,

あ
-る：？

,
.米
.合
'
:衆

!1
_

#

«

«

言
が
そ

'の
內
容
：に
：為
，

^

て
、口(

ッV

ぐ
ッ
ソ
ゥ
等
ガ
諸
；論
考
の

.

g

論
を

^

©
ま
く
借
用
し
て
ゐ

| 

る
乙

^

は
^

し
て
偶
然

,

は
a：
い
.

0で
あ
る

？

.;

自
然
法
學
說
は

M
ド

說
い
一
た
や

ラ

に

、
主
^
.じ
て
國
家

'學
：說

ビ

し
て

#

達
し
た
。：
自
然
法
論 

者
は
國
家
の
起
源

.を
契

.約

^
求
め
た

P
.
こ
の
契
狗

の

意
義

^

つ
い

.て
は
、耽
に
：說
明
し
た
や
ぅ 

^

«
々
な

.-6
解
釋
が
杇
は

.れ
た

-の
で
あ
る

.け
れ

^
、契
約
，の「

ー：
事
.
R

_

oて
は

.1

致

じ

て

ぬ

^
。 

契

：約

を

.は
、兩#

事
者
の

.約
束
：で
：あ
る

。

入

•民
間

'

の
：：

約
束
、で
.ぁ
各
か
、人

段

ど

支

m者
：：

せ

の

騎

束 

で

^

る
か
の
別
は
あ
る
が
、約
束

'|2
る

N
l
g
R
'
變
々
は
な

S

。，
約
束
で
あ
る
以
上
、兩
常
事
者
の 

能〉

力
の
均
等
狀

ff
i

を
前
提

.

.し，乙
の
狀
態

k

i
け
る

#

«;
者
の

‘
_
性
：：
&

_
求
ド
應
じ

-て
の

»

的

行

爲

に

外

g

の
.
.で
あ

.る
。
：
故
に
，&
、然
捧
學
者

.
k
從
.
.ベ
.ば
、國
家
の
形
成
は
隊
象

#
,成
-眞 

の
理

‘性
的
行
動
の

'結
果

.
'で
あ

'a
。：
國
家
：は
支

*

者
主
權

0
/狀

觸

作

あ
c
vnr
i

,人
民
主
權
の
取 

態
に
あ
；つ
て
も
、理
性

0,
摩
物
で
あ
つ
た
。
，
國
.家

形

成
^
.理
性
的

'契
.約

k

求
め
た
担

|

多M

 
’か

て
 

後
：：.

契̂
約

.說
：の

1

氧
の

4
,因
は
：，存
^

る

:0
如
ち
，第
+

八
世
紀
，中
葉
：

^

あ
け
る
英
固
、の
哲
學
.者 

殊
^

道
へ
德
’哲
-學
者
へ
は
社
1會
構
成
？の〕

要
®'
-
を
：理
性
疼
求
、め
ず
し
尤
、感
情
求
め
た
。
契
約

S

は 

作
し
が
は

.乙
の

4

角
が

.ら
崩
壞
し
始
め
-て
ゐ
る
の
で

あ
.
.る。 

•

國
家
形
成
以
前
，の
狀
態
は
、彼
等

^

在

つ
て
は
、自
然
狀
態
で
ぁ
づ

,

'
 
乙
办
；自
，然
狀
態
が
ざ 

人
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の
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l
l性
の
要
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故
ょ
杏
契
約

k

ょ
つ
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、社
會
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_

態
疼
入
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で
あ

.る-。
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钵

教
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猶
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自
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：
生

r

活

^
:ば
.太

^

a :
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自

然

狀

態
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つ
：
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、

「

^

人
R

S
す

る
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b

年
。
,.
故
_

樣

：
は

：
^

間

は

そ

の

利
Q
.的
；
 

自
'、
然
'技
#

有

す
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«

利

を

放

棄
.し

て

：
、
國
 

は

务

然

狱
_

起

所
.謂
：人

間

の

；
黄

：金

時

：代
： 

ビ

し
、自
©;
を

平

等

を

終

*

現

ぜら

r
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■間

が
■

め
：
幸

離

を

：
_

樂
；
し
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?
:
$

た
エ
.
デ

の

到
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は

Z-
0 .

時

代
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®

す

る
i

.

® く
し
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：。

故̂

_
然

：狀

態

办

ら_

有
：：財_

の
發

.生
の

'た
め

；
"^: 

鱗
狀
態

^-
入

0.
校
乙

#

_
人
間
の
墮
落
で
あ

^

<-
し
/2
.
の
：
で

あ

る

.。
、

.

闘
朝
的
、ま
た

は

平
和
的

^

灸
'自
然
狀
態

'

I
一
 

乙
：
の
ー
外
に
，
兩

：
者

：

0

折
聚
.說
も
：存

す
る
：
！

.か

.
-
^
■|1
,-
.̂.
.
.力
'
.良
が 

 ̂
ょ
.0
-で
.
&
_ 立
.l̂
y,る

の
で
.あ
.
^
.
.
*.
乙

の

，：
自
'然

狀
ri
.
.
;
は 5.

.一'

.の

..：想
'像
”
.で
.
.あ
.
.
.
る

Z
，
&'
 

が

ま

十

八
世
紀
役
,
雜
代

寒

つ

：.て
論
證
：せ
ら
'る
.
、
k
:麵

0
':

た

の
で
あ
る
。

而

し

て
、社

會

：
は
：
：
孤

； 

#

的
個
：
人

ま

た_
個

別

的
-家

族

が

契

約

ド

ょ

：
っ
て.、形

成

：
し

：

/2
も
の
.
で

-%
菜

く

、«

た
：
眞
の
：
市

民. 

的

^
す
.
-
,
は

政
^

會

，
陣.
\
0が

最
^

の
«

#
形
'態

^

^

,取

s
'
,乙.
S

が
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か

V

J

Sつ
た
；。

を

の.
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國
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論
K
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'
お
は
る
&
雜
法
學
說
ン

彼
等
の
解
す

.
る

ビ

乙

/?
^
從

.へ

.
ば
、自

.然
的
狀
態

.は

.0 

ま
相
味
家
族
が
：&
然
的
な
る
生
活
を
し
て
ゐ
た
狀
態 

的
.本
.能
に
從
へ
各
•
活

：
.で
；.あ
“

。

V,

ホ：ッ
.

V
ス.は

乙 

靡
人

^

_
银」

©
0.
1
1
1
1
1
1 

Q
^

^

.B:
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b
t
l
*
a
-
:
6
n
Q
n
e
s
)
T

0
る：VJ. 

立
.場
、か

：.
_ら、

乙

の
闘

0

狀
態
が

&

免
れ
る
た
め
は
、

^

の
 

寒
ft
態

^

入
っ
，た
對
說

：
_

レ

^
?
然

る

パ
.ダ
' 

兄

M

现
凼

R.
は
ニ
つ

’あ
る

0
第
一
は
謠
理

.的
推
論
で
：

'*
る
，

.0
個
人

^
舜
は
家

_族

^
孤
立
的

g
生
布 

し
.'o

ぬ
た

i
i
る
.
®然
狀
態

.は
，一
の
擬
制
で

.あ
る

>
へ
何

5
な

熟

ば

、人

間

：
は
；
そ

，の

子

供

の

：生#
 

■L
の
必
：耍
か

6
、常
校

.親
子
共

II
R
生

:©
し
、子
，供

の

獨
卑
的
生
活

'が
可

®

k
な

<>
.
.
.
す
後
も
野

1 ' 
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對

.す
る
；防

.
«力
の
.0
い

z
k 

,
か
ら
、尙
被
共
同

.生
：
活
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：鲁

み

、1
つ

乙

の

.家

.
*は
數
組
つ
：、
鮮 

屈

'的
生
活
を
し
で
ゐ
た

'
、

」

推
測
せ
ら
れ
て

.ゐ
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か
ら
で
あ
る
。

.第一一

.は
’人
輝
學
的
資

4
:

の
片
，
 

f1
l
l
.
で

.あ

.る
。

乙

分
.頃

^
至
つ
て
、ア
，
リ
カ

'
:太
.陸
技
お
け
る
固
有

■の
種

®
の
：
®
會
制
度
及
び
：麻 

f
2
k關
す
る
研
究
が

®

^
行

'は
れ

、新

天

陸

は

务

け

る

：
专
れ
：ら
の
，
輝

族

：は
：命

：

#
ほ

»

&
狀

^

は 

あ
.つ
て
、_
家
を
形
成
し
て
：

Q

な

 ̂

も̂
拘

&

^
群

居

的

家

：族
、村

落
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靡
：戦

部

«
ど

v>
ふ

形
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の

社

.會

5:
形
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じ
て
ノ
ね
る
' 乙

v

」
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つ
て
，、自
然
法
：

'學
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立

人

ま

.た
は
孤
立
；ぎ
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一
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假

S.
0
過
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ら
る
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^
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あ

る

,0

；

か
く
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か
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為
け
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會
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形
成
し
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號
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r
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.ベ
リ
、
ジ

ョ

シ'*
.ボ
オ
ソ
ン
グ
ブ
ロ
オ
ク
、ジ

H

ム
ズ
ニ
リ
ス
、デ

.グ

.
ィ
ド

•
ヒ
ウ
ム
、ア
ダ
ム
ム
ミ
ス
、ア
 

ダ
ム
、
ス
：r
，ダ
.ス

ゾ等
；：

を

數

：へ

杏
Z
ぐJ

が

出

來
.，る
。

_

然

法
^

E
は
爾
#

.ぐJ

し
.
.て
は
、旣

^

笟
十
八
世
紀
‘に
お
い
.
て
、有
.力
な
.
.る
.反
對
論
ギ
遭
涵
ぃ
し 

た

。

自

.
然

樂

擧

的

爾

象

7

論
k

代
'
;っ
.
た

も

のは
、乙
の
說
か
ら
出
發
し
だ
有
機
體
的
國
家

.論〕

で
ぁ 

ト

？

豕
の
哉
礎
を
.
'經
擠
.
k.求

め

た

自

由

主
：義
の
國
家
觀
-で
あ
づ
た
く
自
.然
法
拿
_的
國
_家
«

は 

八-
や

を

の

使

命

灰

盡

し

て

死
^

だ
の
で
ぁ
る
。：
も
へ
の
使
.命
ど
は
、自
然
法

「

#

說)

の
革
命
的
_
家 

觀
ビ

t P

の
.使
命

#

あ
る
。
革
命
は

' 

下

位

階級
：：

中

0 

有
力
階
級
の

.反
•杭
で
あ
る
が
、己
の

.
'目
的

.の

.

.た
め
の

_

寒
：親：

.

|
て
、
f .の
使
命
を
盡
し
た
の
で 

あ
-6
0
,而
し
て
革
命
は
常
^
こ
の
有
力
階
級
の
た
め

^

す
る
も
の
で
あ
る

が
、

形

式

的
k

は
^
 

社
.會
：の

名

ド

ょ
つ
て
行
は
れ
る
。

自
：然
法
學
的
國
家
觀
；*

人
民
主

«

說
を

ビ

る
苹
命
思
：，想
.は
、
 

BI
家
の
變
革
が

：

全
入
民
の
た
め
衣
る

K

を
强
カ

k

主
.張
し

.だ

乙

€

は
、そ
.の
一
面
を
語
る
も 

の

で

あ

、る
。

軍̂

.革
命
思
想
家

•の
み
で
は

I

 

?
支
：_

者
.主

禪

の

主
®

者
見
國

.家

.の
：
支

*
.
が 

全
人
民
の
た
め
な
る

§

は
、

そ
の
保
：守
的
立
場
か
ら
王
權
の
擁
護
の
必
要

•上
、必
然
代
主

張
、

せ 

ら
る
べ
き
で
あ
つ
た
。：
か
く
て
、自
然
法
：的
國

_

觀
：：を

通

，じ
，
て
、國

家

は

全

人

民

ー

，の

た

.め

の
®

^

で
あ

〜

且
つ
唯

一

の
社
會
的
結
合
で
あ
つ
た
。
彼
等

^

^
け
る
»
會
ビ
圍
家
士
の
同

 

一
a

d
 

一
は
近
世
的
絕
對
主
義
的
國
家
の
成
立
か
ら
を
の

.終

雛

$

 

,
る

$

の
間
、世
人
の

a
聽
.を
 

集
中
し
た
問
題
が
國
家
で
あ
つ
た
の

§

の
ニ
は
既

^
記
し
た
や
ぅ
^
、彼
等
の
野
酸
低
度
民 

族

®
會

R

M
す
る

®
察
の
缺
如
し
て
ゐ
杧
乙
ど

S

:
因
す
る
の
で

I

O
 :

自
然
：法

‘

的
：社
會

. 

觀
以
後
の
學
說
は
漸
く
國
家

S
社
會
ビ
の

®
別
を
設
へ
け
る
機
運
に
脅
：し：た
の
で
あ
る
製

-す
. 

る
に
自
然
湾
的
國
家
觀
は
、近

‘代
的
大

.國
家
の
成
立

.か
ら
、をれ
の
ブ
が
ジ

H
ア
ジ
ィ

R

ょ
る
占

. 

IH
k

いたる

'ま
で
の
國
家
见
想
を
代
表
す
る
學
說
：で
あ
つ
た
の
で
务 

i 

附

記

■
.
.
 

.

.

本

篇

は
S

法
的
國
家
觀
槪
論
じ
終
つ
た
の
で
あ
る
が
、雄：め

4
 

.

1で
2

然
法
學
的
-

家

觀
槪
論
の
次
ぎ
に
、ホ

..
ッ：v

ス、ロック、ルッソゥの個

;'
:
.々の國

“

につい

.て、述べ

i

であつ

. 

た

If
れビも、紙數
の
猶
加
か
恐
れ
て
、翁略し：て、姐ち
に
結
論
に
入
つ
て
ゐ
る
ハ
ノ
つ
て

H 
<ィ

の
 

關
保
に
お
い
て
、稍盤：はぬ

€
こ
.ろの

,あ
る
の
一
は
、览

恕

4>
乞ひたい。
ホ
ジ
フ
ス
卩

-
-タ
ノ

ソ 

ウについては他

H
の：機會
に
諭
ず
る
つ
も

P
で
あ
る
0(

、一
 

九
ニ
八
バ
维
十
一
月
.十
八

h

_

t

〕

o

笫
ーI

十V!

卷

(
一.

七
七
.

1
)

近
世
國

一論
に
お
け
る
自
然
法
學
說

第
.十
二
跋
.

一.
U
.三..


